
「現代社会をとらえる見方や考え方ときまり・契約」に関する教材

第1　単元設定の趣旨

新しい中学校学習指導要領社会科公民的分野の大項目「（１）私たちと現代社会」の中項目「イ　現代社会をとらえる見方や考え方」において、「人間は本来社会的存在であることに着目させ、社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義を考えることを通して、現代の社会的事象を読み解くときの概念的枠組みとして、対立と合意、効率と公正などがあることを理解させる。その際、個人の尊厳と両性の本質的平等、契約の重要性やそれを守ることの意義および個人の責任などに気付かせる。」とされている。本単元は、団地における住民間や家庭内でのトラブルを題材として、法教育の観点から、「私たちと経済」、「私たちと政治」、「私たちと国際社会の諸課題」の学習とのつながりを意識しつつ、公民的分野の導入部分という位置付けで授業を構成したものである。

第２　単元

大項目　「(1) 私たちと現代社会」

中項目　「イ　現代社会をとらえる見方や考え方」
　１　小単元　「現代社会をとらえる見方や考え方」（５時間）の構成

第一時　物事の決定の仕方①；「トラブルをどのように解決するのがよいのだろうか」

第二時　物事の決定の仕方②；「実際に問題を解決してみよう」

第三時　きまりの意義・契約の重要性やそれを守ることの意義及び個人の責任；

「つくったきまり(契約)を守ること、変えること」

第四時　個人の尊厳と両性の本質的平等；「家族の中で個人はどうあるべきか」
第五時　人間は社会的存在；「人はどんなかかわりを持って生きているのか」
２　単元の目標

①  社会集団の中の一員として、他の人と共に営む社会生活に対する関心を高める。
2 身近な社会集団の中でよりよい生活を営んでいくためには、個人は社会とどのようにかかわればよいかについて、意欲的に追究させる。
3 対立と合意、効率と公正といった概念的枠組みを使い、現代の社会的事象を読み解こうとする態度を育てる。
4 ルールやきまりについての関心を高め、社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義について考えさせる。
5 人間は社会的存在であること、個人の尊厳と両性の本質的平等について理解させる。
6 契約の重要性やそれを守ることの意義および個人の責任などに気付かせる。
３　単元の位置付け
本単元は、「人間は本来社会的存在であることに着目させ、社会生活における物事の決定の仕方、決まりの意義を考えることを通して、現代の社会的事象を読み解くときの概念的枠組みとして、対立と合意、効率と公正などがあることを理解させる。その際、個人の尊厳と両性の本質的平等、契約の重要性やそれを守ることの意義および個人の責任などに気付かせる。」という新学習指導要領の記載について、法教育の観点を中心において構成したものである。
　　この教材例では、社会の縮図として、身近な仮想団地を設定した。この団地は、様々な日本人家族が入居し、それぞれに問題を抱えている点で日本社会の縮図となっている一方で、外国人家族が入居し、異なる言語と文化のもとで、やはりそれぞれに問題を抱えて暮らしている点で国際社会の縮図にもなっている。住民間や家族内でのトラブルを役割演技を用いて合意によって解決していくこと、その合意の内容・方法を振り返ることによって、法やルール、契約の意義・重要性を実感として理解するとともに、人間はトラブルを抱えながらも他者と共に生きていかなければならない社会的存在であることを理解できるよう工夫した。また、問題の解決のためには一定の費用や時間が必要となることをとらえられるようにすることで、経済の観点にも配慮し、公民的分野の導入単元としてふさわしい内容になるようにした。

４　単元の指導計画

 　「現代社会をとらえる見方や考え方」の概要
ア　第一時　「トラブルをどのように解決するのがよいのだろうか」
第一時の授業では、「トラブルをどのように解決するのがよいのだろうか」というテーマのもと、ある団地に起こったさまざまな問題（「対立」）を知り、その望ましい解決（「合意」）の仕方について考える。
実際の学習の流れは次のようになる。

· １グループ６人程度で、仮想団地の住人を構成する。
· グループの各自が「立場カード」を引き、どの部屋に入居している住人なのかを決める。
· 自治会グループごとに自分がかかえている問題を出し合い、複数ある問題の中で、団地として優先的に解決していくべき問題は何かを考える。
· 望ましい解決の仕方について考える。
イ　第二時　「実際に問題を解決してみよう」
第二時の授業では、「実際に問題を解決してみよう」というテーマのもと、騒音問題を取り上げ、その解決策を考える。また、それらを「効率」と「公正」の視点から評価する。
実際の学習の流れは次のようになる。
· グループごとに、解決策（きまりや取り決めなど）を考え、発表する。
· 各グループから発表された解決策を、「効率」と「公正」という視点を法教育の観点から具体化した５つの指標から評価し、よりよい解決の在り方について考える。

ウ　第三時　「つくったきまり（契約）を守ること、変えること」
　第三時の授業では、「つくったきまり（契約）を守ること、変えること」というテーマのもと、ゴミ出しのルール違反という新たな問題（「対立」）の解決（「合意」）を検討しながら、きまりの意義、契約の重要性やそれを守ることの意義及び個人の責任について考えていく。
実際の学習の流れは次のようになる。
· ゴミ出しのルール違反という新たな問題（「対立」）の発生について知る。
· きまりの意義や契約の重要性やそれを守ることの意義及び個人の責任について知る。
· 自治会グループごとに「新たな問題」の解決策を考える。
　　　エ　第四時　「家族の中で個人はどうあるべきか」
　第四時の授業では、「家族の中で個人はどうあるべきか」というテーマのもと、新たに入居した家族（父母、中学校３年生の子供の３人家族）の問題（「対立」）について検討しながら、個人の尊厳と両性の本質的平等について考えていく。
実際の学習の流れは次のようになる。
· 専業主婦だった母が仕事を始めたいと望んでいるときにどうするべきかを、グループごとに考える。

· 母の希望をかなえるため、家族が分担するべき家事を、グループごとに考える。

· 家事分担をする時に気がついたことや考えたことをグループ内で意見交換する。
· グループごとに、新たな家事分担を「効率」と「公正」という視点から評価する。
· 「個人の尊厳と両性の本質的平等」について知る。
オ　第五時　「人はどんなかかわりを持って生きているのか」
　第五時の授業では、「人はどんなかかわりを持って生きているのか」というテーマのもと、仮想団地の住人や自分が所属しているさまざまな社会集団について考えながら、人間は社会的存在であるということを理解する。また、この単元で学んできたことのまとめを行う。
実際の学習の流れは次のようになる。
· 団地の中で周囲との接触の機会が少ない人物を取り上げ、その人物は一人で生きていけるのかを考える。
· 団地の住人が関わっている社会集団、自分がこれまで関わってきた社会集団、自分がこれから関わるだろう社会集団について考える。

· これからの公民の学習では、社会集団として最小単位の家族から、最大単位の国際社会まで、個人としてどう関わっていくのかを学習していくということを知る。
· この小単元で学習してきたことをキーワード（対立、合意、公正、効率等）を使いながら自分の言葉でまとめる。
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